
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 南山大学 
設置者名 南山学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文学部 キリスト教学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

人類文化学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

心理人間学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

日本文化学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

外国語学部 英米学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

ｽﾍﾟｲﾝ・ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ学

科 

夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

フランス学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

ドイツ学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

アジア学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

経済学部 経済学科 夜 ・

通信 

121 0 6 127 13  

経営学部 経営学科 夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

法学部 法律学科 夜 ・

通信 

121 0 6 127 13  

総合政策学部 総合政策学科 夜 ・

通信 

121 0 4 125 13  

理工学部 システム数理学

科 

夜 ・

通信 

121 0 0 121 13  

ソフトウェア工

学科 

夜 ・

通信 

121 0 2 123 13  
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機械電子制御工

学科 

夜 ・

通信 

119 0 1 120 13  

国際教養学部 国際教養学科 夜 ・

通信 

117 0 4 121 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
教務課 Webページ内のシラバス検索で「実務経験のある」というキーワード検索が可能 

http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/post-17.html 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 南山大学 
設置者名 南山学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
Webページにおいて公表 

https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/yakuin.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
宗教法人代表役員同日

本管区長 

2017.12.11 

～ 

2020.12.10 

設置母体による経

営全般への助言 

非常勤 
宗教法人代表役員同日

本管区長 

2019. 6. 1 

～ 

2022. 5.31 

設置母体による経

営全般への助言 

非常勤 
宗教法人日本管区会計

兼法人事務局長 

2020. 4. 1 

～ 

2023. 3.31 

宗教関係事業全般 

非常勤 
株式会社代表取締役社

長 

2017.12.11 

～ 

2020.12.10 

経営・企画全般 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 南山大学 

設置者名 南山学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）記載項目の留意点および記載例を各科目担当教員に配付し、

コーディネータは自身の担当するコーディネータ科目の全シラバスの内容確認を行

う。なお、単なる編集上の確認（記載内容の有無や語句修正等）だけでなく、カリキ

ュラムポリシーに基づいた確認を実施している。 

授業計画（シラバス）の作成過程： 

・前年度 11 月末ごろに授業のコーディネータに説明を実施 

・各授業の担当教員は 12月～1月中旬までにシラバスを登録 

・登録後は第三者としてコーディネータが内容確認を実施、1月末に校了。教務課で

の校正などを経て、Webでのシラバス公開は 3月初旬。 

 

授業計画書の公表方法 https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/ で公表 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）に記載された成績評価の方法・基準のとおり各授業科目の学

修成果の評価を行い、これに基づき、単位の認定授与または履修の認定を行っている。

成績付与に関しては履修規程および試験規程にて定めている。 

 

南山大学公式 Web ページ 教務課 Webページ 「履修要項・履修案内等」 

■履修要項 2020年度入学者用 「南山大学授業科目履修規程」第６章 履修成績お

よび単位の授与 

「南山大学試験規程」 

http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/g/rishu-annai.html の履修要項内に記載 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学生の成績を数値化した GPA(Grade Point Average)を用いた制度を導入しており、

算出方法をあらかじめ設定し、成績ごとの配点や計算式、履修中止の取扱い等につい

て学生に公表している。GPA とは、本学で成績評価に用いられてきた成績に対応した

Grade Point（GP）を用い、履修した科目成績の平均を出すものであり、学期 GPA、通

算 GPA の 2 種類がある。なお、GPA の算出除外科目はあらかじめ設定し、シラバスに

記載している。 

 

●GPA制度の導入について● 

http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/rishu-seiseki/seiseki/gpa/000449.html 

 

・「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料」は別添 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

以下の URLの履修要項「GPA制度・履修中止制度について」

（2020 年度は 336ページ）に記載している。 

http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/g/rishu-

annai.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

大学は卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、これを基に各学

部・学科は卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定めて、Web 等によ

り公表している。 

 南山大学の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は以下のとおり。 

「南山大学は、キリスト教世界観に基づく学校教育を行うことを、その建学の理念と

しています。この理念の下、「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）という教育

モットーを掲げ、幅広い教養の上に各学部の専門性に応じた知識および能力をもち、

人間の尊厳を尊重しかつ推進する人材を育成することを目的としています。この目的

に照らして、以下の能力を身につけた者に学士の学位を授与します。 

•人種、障がい、宗教、文化、性別など様々な違いを認識し、受容するための基礎とな

る教養 

•多様性を前提とした人間の尊厳、他者の尊厳を尊重する力 

•多様な人々との共生、協働を可能にするコミュニケーション能力 

•世界における様々な問題を解決するために必要な専門知識や総合的判断力、ならび

に、解決に寄与する新たな価値を創造する力 

•地球規模と地域の双方の視点に立って、先入観にとらわれることなく人々と交流す

ることのできる国際性」 

 南山大学では、卒業の認定に関する方針および卒業要件（4 年以上在学して学部学

科所定の単位を修得）を満たす者について、学部教授会、大学評議会の審議を経て、

学長が卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 南山大学 

設置者名 南山学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/jigyo2019.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/jigyo2019.pdf 
財産目録 https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/jigyo2019.pdf 
事業報告書 https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/jigyo2019.pdf 
監事による監査報告（書） https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/jigyo2019.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：学校法人 南山学園 事業計画書   対象年度：2020 ） 

公表方法： https://www.nanzan.ac.jp/gakuen/2020keikaku_all.pdf 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://office.nanzan-u.ac.jp/kyoken/jiko/daigaku.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：Webで公開 https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/ninsho/index.html 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人文学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

人文学部は、建学の精神であるキリスト教世界観に立脚し、「人間とは何か」「人生とは

何か」「人と人の対話はいかになされるべきか」といった根元的な問題を深く考えること

と同時に、人文学の専門分野を深く追究しながら、幅広い教養的知識と人間に関する深い

洞察力を養えるよう教育を行うことを目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

人文学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）
という教育モットーを踏まえつつ、現代の複雑化した社会と人間関係の中で、主体的に考

え判断しながら生きていく力をもった人材の育成を目的としています。そのために、それ

ぞれの学科の教育課程を通して、以下の能力を身につけた者に、学士（人文学）の学位を

授与します。 
 
・文化、歴史、社会、および人間のあり方に関する幅広い教養を背景として、現代の問題

状況を洞察・理解する能力 
・多様な他者を柔軟なコミュニケーションを通して理解し、受け入れる能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

人文学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学

部共通科目、学科科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
人文学部共通科目では、超領域演習などの学科の垣根を越えた人文科学の横断的・総合的

な科目を配置し、背景の異なる他者とともに成長しながら自分たちの現状をよりよくして

いこうとする能力を涵養します。そのほか人文学部共通科目には、異文化研修短期留学プ

ログラム、キャリア教育関連科目や教職、博物館学芸員、図書館司書・学校図書館司書教

諭などの資格関連科目が含まれます。 
1 年次には、その後の学修の基礎となる外国語科目や共通教育科目に加えて、基礎演習Ⅰを

配し、論文を読んだり、レポートを書いたりする技術のみならず、グループディスカッシ

ョンやプレゼンテーションを通して、「読む・書く・聞く・話す」の 4 技能を磨きます。

また、人文学諸領域への入口に当たる各学科開講の入門科目、概論科目も 1 年次から履修

可能です。 
2 年次には、入門科目、概論科目、基礎演習Ⅱをはじめとする多様な学科科目を履修するこ

とによって、言語や文化、社会や歴史、および人間のあり方に関する幅広い教養を身につ

け、現代人、現代社会が抱えるさまざまな問題を洞察し理解する能力を養います。さらに、

各自がどの領域をより深く追究してゆくかという方向性を見極め、3・4 年次における演習

での学修に備えます。 
3・4 年次には、少人数制の演習をカリキュラムの中心に据え、より専門性の高い学修を進

めるとともに、主にアクティブラーニング的手法によって、1・2 年次で養ってきた技能を

さらに磨きます。さらに、4 年次には各自が選んだテーマで研究プロジェクトを推進し、4
年間の学修の集大成としての研究報告論文（卒業論文）を執筆します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 
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入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

人文学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学部の教育課程を修めるた

めに十分な基礎学力を備えていることに加えて、以下の資質を持つ人を受け入れるために、

一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等学校、指定校）、

特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）等の試験・審査を実施します。 
 
・文化、歴史、社会、および人間のあり方についての知的関心をもっている人 
・自己や他者との対話を通して成長してゆこうとする主体性と協調性をもっている人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、各学科で学ぶための前提となる

基礎学力を特に評価します。 
推薦入学審査および特別入学審査では、基礎学力、各学科で学ぶ目的の明確性と意欲、志

望する領域についての知識の程度、口頭および文章による表現力を特に評価します。加え

て、特別入学審査では、高等学校在学中における諸活動への取り組みも評価します。 
外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および本学部において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 外国語学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

外国語学部は、英米学科、スペイン・ラテンアメリカ学科、フランス学科、ドイツ学科、

アジア学科という 5 学科を備え、各学科の専攻言語の習熟とともにそれらの言語が使わ

れている地域についての体系的で包括的な知識を有し、今日のグローバルな社会において

活躍できる人材の養成を主たる目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

外国語学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis 
Dignitati）という教育モットーを踏まえつつ、高度にグローバル化した現代社会の各分野

で活躍し、多文化共生社会の構築に寄与できる人材の育成を目指します。そのために、各

学科において、外国語教育と地域研究の 2 つを軸とするカリキュラムを設置し、以下の知

識と能力を身につけた学生に学士（外国研究）の学位を授与します。 
 
・専門とする外国語で情報を収集し、自らの立場や意見を明確に述べることができる高度

な外国語運用能力 
・専門とする地域についての多分野（言語、文化、歴史、政治、社会など）にわたる知識

をもとにした問題解決能力 
・グローバルな視野に基づく柔軟な異文化理解能力と、物事を多面的かつ緻密に分析でき

る洞察力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

外国語学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、

学部共通科目、学科科目を配置します。また、外国語教育と地域研究教育の 2 つを軸とす

るカリキュラムを編成します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成します。 
学部共通科目では、自らの専門とする国や地域を越えた世界情勢や国際関係についての視
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野を広げるとともに、多様な学問分野における研究の方法論を習得します。また、キャリ

ア教育として、キャリアデザインに関する科目を設置して、学生が主体的に人生設計を行

うことをうながします。 
各学科の学科科目では、1 年次と 2 年次の基礎教育では、問題解決能力の基礎を涵養する

とともに、高度な外国語運用能力を培います。 
専門教育として、専門とする国や地域の文化や社会についての豊かな知識を身につけます。

この知識を前提として地域研究に取り組むことにより、問題解決能力を養成します。 
カリキュラム全体を通してアクティブ・ラーニング（能動的学習）を取り入れ、学生の主

体的な学びを積極的に評価します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

外国語学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学部の教育課程を修める

ために十分な基礎学力を備えていることに加えて、以下の資質を持つ人を受け入れるため

に、一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等学校、指

定校）、特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）、総合型入試、外国高等学校卒業

者等入学試験、外国人留学生入学審査等の試験・審査を実施します。 
 
・世界各地のさまざまな言語、文化、社会に対して強い関心と学習意欲を持つ人 
・異文化に対する開かれた姿勢を持ち、文化や価値観の多様性を尊重するとともに、積極

的に他者と協働して学ぶための協調性を備えた人 
・入学後の学びの基礎となる中等教育の諸教科についての基礎知識を有するとともに、問

題を解決するための思考力、判断力、表現力を備えた人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、各学科・専攻で学ぶための前提

となる基礎学力、とりわけ外国語、国語、日本と世界の歴史についての知識を主に評価し

ます。一般入試の外国語試験においてリスニングテストを課して英語の運用能力も評価し

ます。 
推薦入学審査および特別入学審査では、書類、小論文および面接によって、基礎学力に加

えて、志望する学科・専攻において勉学する目的の明確性や、専門領域に関する知識の程

度、ならびに口頭および文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。加えて、

特別入学審査では、高等学校在学中における諸活動への取り組みも評価します。 
総合型入試では、書類審査、小論文および面接によって、専門領域に関する知識や、表現

力、論理的思考力、判断力に加えて、主体的に外国語を学ぶ姿勢や、異文化を受け入れ多

様な人々と協働する能力、ならびに学科・専攻のカリキュラムとの適性を総合的に判断し

て評価します。 
外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および本学部において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 経済学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

経済学部は、本学の教育モットーである「人間の尊厳のために」の精神に基づいて普遍的

な人間理解と寛容性の養成に役立つ教養教育を行うとともに、経済学の基礎の正確な修得

の上に各専門分野における発展的知識・分析力の修得と応用能力の育成をめざした教育を

行う。本学部における教育を通して、国際化がすすむ現代社会において国際人としての自

覚と幅広い教養の上に経済の専門的知識と応用能力を活かして積極的に活躍できる人材を

養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 
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（概要） 

経済学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）
という教育モットーを踏まえつつ、経済学の専門的な知識を修め、国際社会における経済

活動に求められる幅広い視野と実践力を備えた人材を育成します。そのために、以下の能

力を身につけた者に学士（経済学）を授与します。 
・経済学の理論・実証、国内外の経済事情、経済の歴史・思想に関して理解する能力 
・経済分析、経済政策、国際経済、経済史・経済思想の複数分野における学習により修得

した、現実の経済問題を社会全体の広い文脈に位置づけながら分析・検討・議論できるだ

けの思考力と表現力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

経済学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学

科科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
経済学科科目では、経済学を中心とした社会科学の基本を学ぶための科目、専門分野を外

書で学ぶ経済外国語科目、各自の将来のキャリアを考え国際社会における英語でのコミュ

ニケーション能力を身につける社会人基礎力科目を配置します。 
特に定量的なアプローチを重視し、学科科目を構成します。1 年次においては、経済学の

基礎理論を修得する「マクロ経済学」「ミクロ経済学」、経済学の理解に必要な数学的知

識を修得する「経済学のための数学」、統計的資料の基本的扱いを学ぶ「データ処理入門」

等の講義科目のほか、資料・文献の報告及び議論の手法を学ぶための経済基礎演習を必修

科目とします。 
2 年次以降は、経済学を中心とした社会科学を学ぶ専攻分野科目、経済外国語科目、社会

人基礎力科目等を通じて、経済問題を社会全体の広い文脈に位置づけながら検討、議論す

る思考力と表現力を育てます。さらに 3 年次以降の経済専門演習では、社会で求められる

発想力や論理的思考力、自己表現力を、卒業論文の作成を通じて涵養します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

経済学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、経済学を中心とした社会科学

の教育を通じて、世界の現実を理解し社会に貢献する国際的人材の育成を目指しています。 
カリキュラム・ポリシーに沿った教育を通じて、経済・社会問題の本質を理解するための

専門的知識と思考力を修得し、仕事、人生、社会の中で役立てるとともに、多様な価値観

を許容し、自己と他者の尊厳を重んじる力を身につけられる学生を求めます。そのため、

経済・社会問題に関する文献を読みこなす思考力、理論的・実証的モデルを理解し得る計

算能力と、日本や世界の歴史や文化、地理的特性に関する基礎知識に加えて、さらに以下

のような資質を有する人を受け入れるために、一般入試、全学統一入試、共通テスト利用

入試、推薦入学審査（学園内高等学校、指定校）、特別入学審査（カトリック系高等学校

等対象）、社会人入学審査等の試験・審査を実施します。 
 
・社会・経済に強い関心を有し、経済学部で学ぶ知識を用いて社会に貢献したいと考えて

いる人、またそのための準備となる経験・技能を、企業や公共団体、NPO 等各種組織・団

体における活動などを通じて、身につけている人 
・自分の意見や知識を組み立て、伝えることのできる、論理的思考力と文章表現力を持つ

人 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、経済学部で学ぶための前提とな

る基礎学力、とりわけ外国語、国語、数学、歴史についての知識を主に評価します。 
推薦入学審査および特別入学審査では、高等学校における学業の成績や社会的活動の経験

に加えて、小論文と面接により、表現力、論理的思考力、大学での学習意欲等を評価しま
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す。加えて、特別入学審査では、高等学校在学中における諸活動への取り組みも評価しま

す。 
社会人入学審査では、経済学部で学ぶ明確な目的と意欲、口頭および文章による表現力を

面接や小論文などを通じて評価します。 
外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および経済学部において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 経営学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

経営学部は、現代経営学における基本的領域を広範に学んだ上で、経営倫理ならびに社会

的責任を全うすることができ、本学の教育のモットーである「人間の尊厳のために」を体

現した学生を養成することを目的とする。また、このような人材を国際社会および地域社

会の発展に寄与するために世に送り出すことを社会的使命とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

経営学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）
という教育モットーを踏まえつつ、経営学とその周辺の学問を修め、国際化・高度情報化

が進むビジネス社会において活躍できる人材を育成します。そのために、以下の能力を身

につけた者に学士（経営学）の学位を授与します。 
 
・社会において組織体がどのように構成され、どのような機能を果たしているのかを理解

し、地球環境の保全と持続可能な社会の発展に寄与しつつ、組織運営のための効率的な経

営方策を考える力 
・広い視野から社会現象を捉える発想や思考の枠組み、情報を分析し活用する技能を修得

することにより、経営に係わる問題点を発見し、その解決に寄与する新たな価値を創造す

ることによって、的確な経営判断が下せる力、企業経営における倫理観を身につけ、自己

の判断において地球規模と地域の双方の視点に立って社会的責任を全うできる力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

経営学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学

科科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
経営学科科目では、経営判断力を高めるための経営学の基本的な 4 つのコア専門領域であ

る組織・労務、財務・ファイナンス、マーケティング・流通、および会計の科目を配置し

ます。同時に、国際化・高度情報化が進むビジネス社会で必要となる実践的な技能を修得

するための科目や経営倫理に関する科目も配置します。学びの体系として、経営学の入門

的な科目を基礎に上記の 4 つの領域と実践的な技能を習得するための科目を幅広く配置し

ます。学生はこれらの多様な科目の中から、段階的に経営学の基礎知識を学び、そのうえ

で 4 つの分野のうちから選択した分野について応用的かつ発展的知識を学ぶことができる

ように、カリキュラムを編成します。 
1・2 年次には「基礎演習」および「プレゼミ」科目を、そして 3・4 年次には少人数ゼミ

ナールである「経営学演習」および「卒業研究」科目を配置します。これらの科目では、

担当教員が学生指導にあたることによってコミュニケーション能力を培い、ゼミナールの

メンバーと協働しながらも、主体的に卒業研究に取り組むことを通じて、必修である卒業

論文の作成へと繋げます。 
上記に示した科目に加えて、実社会における企業の業務について学ぶために、実務家教員
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による講義科目も配置します。また、英語コミュニケーション能力を高めるために、ビジ

ネス英語科目や英語による講義科目および短期留学プログラムも配置します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

経営学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学部の教育課程を修めるた

めに十分な基礎学力を備えていることに加えて、以下の資質を持つ人を受け入れるために、

一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等学校、指定校）、

特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）等の試験・審査を実施します。 
 
・経営学領域の実践的な学習・研究の積み重ねを通じて、日本の将来を拓くビジネス・パ

ーソンを目指す人 
・産業界で活躍するために必要な高度専門技能の修得を通じて、ビジネス界で即戦力とし

て活躍することを考えている人 
・国家資格を取得し、税理士や公認会計士、国税専門官などのプロフェッションを目指す

人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、経営学を学ぶための基盤となる

基礎的な知識と能力（国語、英語、歴史、数学）が養われているかを評価します。また、

一般入試では、英語または数学を重視する 2 つの方式を実施することで、資質の多様な入

学者を受け入れます。 
推薦入学審査および特別入学審査では、グループ面接や志願書類を通じて主体性や多様性、

協働性を評価します。また、経営や経済の課題解決を内容とする小論文を課します。小論

文を通じて思考・判断・表現を行うなかで、それに必要な知識や技能を有しており、それ

らを適切に活用する能力が獲得されているかを評価します。加えて、特別入学審査では、

高等学校在学中における諸活動への取り組みも評価します。合格者に対しては入学前学習

として、数学の問題演習課題、および推薦図書に関する読書レポートの提出を求めます。 
外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および本学部において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 法学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

法学部は、キリスト教世界観に基づく建学の精神に立脚して人間性の涵養につとめるとと

もに、広い教養と関連諸科学の理解に基礎づけられた法的思考の育成を目標とし、法を中

心とした社会的諸現象の体系的研究と実践的教育を実施して、法の基礎的理論と応用に通

ずる人材を養成し、これに期待する地域社会の強い要請にこたえ、もってわが国の文化の

進展と福祉に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

法学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）
という教育モットーを踏まえつつ、六法科目およびその他の学科科目を通して、「国民主

権」、「三権分立」、「基本的人権の尊重」という立憲国家の基本的な価値観、および法治

国家の基礎にある法原則を習得することによって得られる体系的な法学的素養と論理的思

考能力を持つ人材を育成します。そのために、以下の能力を身につけた学生に学位（法学）
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を授与します。なお、司法特修コースには、3 年間で卒業できる早期卒業制度もあります。 
 
・優れた法的思考力および人権、公私の区別、組織などの社会制度を理解し、その枠組み

において適切に調整・交渉することができる能力 
・社会における様々な問題について、法的な観点から原因を究明する能力 
・それら問題について、専門的知見と人権感覚に裏付けられた多くの解決策を考案し提示

するための弁論能力、交渉能力および調整能力 
・国家規範の構造、制定法の内容とその基礎にある原理・原則、法を運用する機関を理解

する能力 
・法的判断の基礎にある論理性、説得性、そして様々な文化や価値観の多様性を理解する

能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

2018 年度以前の入学生 
法学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学科

科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
法学部では、法律学を中心に政治、経済など他の社会科学分野の科目を幅広く配置すると

ともに、演習科目を開講します。学生はこれらの科目を履修することによって段階的に知

識を吸収して高度な法学的素養を身につけ、そのうえで演習科目によってそれら知識に基

づき、法や社会の背後にある諸利益、価値を考察することを学び、法的思考力と他者との

共生に不可欠な社会的適応能力を涵養します。 
1 年次には、基本六法科目のうち、憲法・民法・刑法の基礎的な部分ならびに法の重要な作

用である裁判についての法学の基礎を涵養します。2 年次以降には、さらに六法科目につ

いて深く学ぶとともに、国際法や国際私法などの隣接する法分野科目の学びを通してグロ

ーバル化に伴う法的問題を理解し、あるいは、基礎法科目の学びを通して法律学の根底に

ある哲学や歴史に関する知見を習得する科目を配置して幅広い学習を可能とします。 
2 年次以降の科目では、3 つの履修モデル（ビジネス職プログラム・行政職プログラム・法

律職プログラム）を設定します。 
また、六法科目の中でもより専門的な内容を含む科目や、現代における先端的な法分野科

目は段階的な学習が可能なように 3 年次以降に配置します。 
また 1～4 年次まですべての学年ごとに、少人数の演習（ゼミナール）科目を配置し、社会

における様々な問題について学生が自ら考え、意見を述べ、他者と議論を重ねることによ

り、文章読解・作成能力、弁論能力、交渉力等を身につけることができるようにします。1
年次の演習では、様々な法分野に触れることで、何を学びたいかを学生自らが認識します。

専門的な内容を取り扱う 2 年次以降の演習では、様々な問題について自ら考え、意見を述

べ、他者と議論を重ねることにより、主体的な学習能力と実践的な問題解決能力を涵養し

ます。 
また 2 年次から 4 年次には、特定のプロジェクトに集中的に取り組むことを通して問題分

析スキルおよび問題解決策の考案能力を涵養するために、学年横断的に履修希望者を受け

入れる「プロジェクト研究」を配置します。学生が海外の大学において、その国の言語と

法律とを同時に学ぶ「海外法文化研修」を配置します。なお、法科大学院への進学や各種

法律資格、国家資格を目指す学生を対象とした演習科目として、同じく 2 年次から 4 年次

には「法務研究」を配置します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 
なお、講義科目は、すべて筆記試験を用いて評価します。演習科目は筆記試験ではなく、

授業参加度（演習におけるレポート、発言など）によって評価します。 
 
2019 年度以降の入学生 
法学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学科
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科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
法学部では、法律学を中心に政治、経済など他の社会科学分野の講義科目を幅広く配置す

るとともに、演習科目を開講します。学生はこれらの講義科目を履修することによって段

階的に知識を吸収して高度な法学的素養を身につけ、そのうえで演習科目（ゼミナール）

によってそれら知識に基づき、法や社会の背後にある諸利益、価値を考察することを学び、

法的思考力と他者との共生に不可欠な社会的適応能力を涵養します。 
憲法、民法および刑法については、法学の基礎を涵養するために、2 年次終了時までに修

得できるよう、その講義科目を配します。憲法、民法および刑法以外の法律基本科目は、

卒業後の進路を見据えた発展的な学習を促すために、3 年次終了時までに修得できるよう、

その講義科目を配します。 
2 年次以降には、法の基礎的な理論に関する知見の修得、ならびに複雑化・国際化した現

代社会で活躍できるための発展的法律知識を修得できるよう、理論的・発展的・応用的・

先端的な講義科目を配します。 
すべての年次に、少人数の演習科目を配置し、社会における様々な問題について学生が自

ら考え、意見を述べ、他者と議論を重ねることにより、文章読解・作成能力、弁論能力、

交渉力等を身につけることができるようにします。1 年次の演習科目では、様々な法分野

に触れることで、何を学びたいかを学生自らが認識します。専門的な内容を取り扱う 2 年

次からの演習科目では、様々な問題について自ら考え、意見を述べ、他者と議論を重ねる

ことにより、主体的な学習能力と実践的な問題解決能力を涵養します。 
法学部では、2 年次進級時に、法曹、研究者その他の高度な法律専門職を目指す「司法特修

コース」と公務員などの公的機関や民間企業などに進むことや自らの興味・関心に沿って

学ぶための「行政・ビジネスコース」に分かれます。「司法特修コース」では、2 年次から

発展的な学習を支援するための演習科目を配し、また 3 年間で卒業することが可能なよう

に、各クォーターおよび各学期の履修可能単位数の制限が緩和されています。 
また、学生が海外の大学において、その国の言語と法律とを同時に学ぶ「海外法文化研修」

を配置します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 
なお、講義科目は、すべて筆記試験を用いて評価します。演習科目は筆記試験ではなく、

授業参加度（演習におけるレポート、発言など）によって評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

法学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学部の教育課程を修めるため

に十分な基礎学力を備えていることに加えて、以下の資質を持つ人を受け入れるために、

一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等学校、指定校）、

特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）等の試験・審査を実施します。 
 
・物事をじっくりと論理的に考えることに関心のある人 
・社会の様々な問題について様々な角度から把握し分析することに関心のある人 
・人権や市民性といった諸価値を深く理解する姿勢をもつことに関心のある人 
・法律だけでなく政治や経済など関連する社会科学の分野に関心を有し、追求する意欲の

ある人 
・国際的な視点を含む幅広い視野を持ち、国際社会での活躍に意欲のある人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、本学部で学ぶための前提となる

基礎学力（日本語能力・外国語能力・論理的思考力）を主に評価します。 
推薦入学審査および特別入学審査では、基礎学力に加えて、本学部において勉学する目的

の明確性や、専門領域に関する知識の程度、ならびに口頭および文章による表現力や論理

的思考力、判断力を評価します。加えて、特別入学審査では、高等学校在学中における諸

活動への取り組みも評価します。 
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外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および本学部（本学科）において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 総合政策学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

総合政策学部は南山大学の建学の理念であるキリスト教精神と、その教育モットーである

「人間の尊厳のために」という原則に従い、グローバルな文明論的視点に立つ豊かな人文

主義的教養と幅広い歴史認識に基づき、国家や諸組織や諸個人がこれから遭遇する未知の

問題の本質をいち早く見抜く能力を備えるとともに、総合的かつ緻密な状況分析に基づく

迅速な意思決定と実現可能な政策立案に基づく実践的な行動をとることができるような自

立精神と感受性に富む人材の養成を目的とし、それを支援するような教育と研究を行う。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

総合政策学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis 
Dignitati）という教育モットーを踏まえつつ、文明論と政策論を中心に修め、政策立案お

よび運用において、幅広い視野と実践力を備えた、リーダーシップを持つ人材を育成しま

す。具体的には、そのために、以下の能力を身につけた者に学士（総合政策学）の学位を

授与します。 
 
・文明論の観点から、地域固有の歴史、文化、宗教、社会、自然などを正しく理解し、多

様な価値観を尊重しつつ、異なる価値相互の違いや問題性を的確に認識できる力 
・多種多様な人々が、違いを認め合いながら共存、協働できるようになるための新たな文

明論的価値を創造しつつ、積極的に問題解決に取り組む力 
・多角的視点にたち、社会科学の幅広い基礎知識や分析手法、フィールドワークの技法な

どを身につけることにより、複合的な問題の諸要因を総合的に分析・整理し、問題解決へ

の糸口や手がかりを発見する力 
・国際政策、公共政策、環境政策という 3 コースそれぞれに特化した専門的知識やスキル

を駆使することにより、複合的な問題の解決に向けた具体的な政策を立案できる力 
・総合性としての普遍的観点と、専門性としてのより深い実践的観点とを融合させながら、

諸問題の解決を通して持続可能な社会に貢献できる力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

総合政策学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、

学科科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
総合政策学部では、多様化し複雑化する現代社会の諸問題を多角的な視点から認識・分析

し、解決に導く能力とスキルを養うことを目標とします。その実現のために学びの体系と

して、文明論をカリキュラムの根幹に配置し、人間と社会の価値に関わる根本的な諸関係

を学びます。共通教育科目を通じて習得した一般教養の知識が、文明論をより広範囲にか

つより多様な視点から学ぶ支援として有機的に機能することになります。 
文明論の学びを基礎に、社会科学の科目を、国際政策・公共政策・環境政策の３つの政策

コースに対応する形で幅広く開講します。学生はこれらの多様な科目の中から、段階的に

政策の基礎知識を総合的に学び、その上で自らの興味と関心に応じて上記 3 コースより１
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つの政策コースを選択し、応用的かつ発展的知識を学びます。また、教室で学んだ学問の

知識やスキルを足がかりに、フィールドを学びの場とするプログラムを通して幅広い視野

と実践力を身につけます。 
1 年次には、「総合政策基礎演習」、「文明論概論」、および「基礎科目（[文明論科目]－
地域と文明・環境と文明・宗教と文明など、[政策論科目]－公共政策論・国際政策論・環境

政策論、[コア科目]－マクロ/ミクロ経済学・行政法・国際関係論・現代国家論・環境地理

学など）」を軸とするコース共通科目を通して、本学部の目指す方向性を理解し、総合政

策の基礎知識を学ぶとともに、大学での学習に必要となる基礎的技法と素養を身につけま

す。 2 年次には、コース共通科目の「基礎科目」に加え、政策立案に必要となるスキルを

身につけるための「方法論科目」として、「調査と分析科目（統計解析、社会調査法など）」

や「総合政策外国語科目（総合政策英語・中国語）」を履修します。さらに、3 年次のコー

ス選択に備え、各コースを理解するために「政策と倫理科目（公共政策と倫理、国際政策

と倫理、環境政策と倫理）」、「発展科目（行政学・人権政策論・グローバルガバナンス

論・エコシステム論など）」、「応用科目（環境経済学・人的資源管理論・政治変動論・国

際開発論など）」からなるコース科目も履修を始めます。 
3 年次には、国際政策、公共政策、環境政策の 3 コースから 1 コースを選択し、各コース

に指定されたコース科目（政策と倫理科目、発展科目、応用科目）を中心に政策に繋がる

専門性に特化した知識を学習します。また、さらなる高度な政策立案に必要なスキルを習

得するために、方法論科目の「調査と分析科目（環境調査法、空間情報分析法、数量的ア

プローチ、総合演習）」や「総合政策外国語科目（ACADEMIC PATH ENGLISH、CAREER 
PATH ENGLISH、実践コミュニケーション中国語、実践分析中国語）」も履修します。

そして、ゼミ形式の「プロジェクト研究」を履修し、各自が具体的な政策課題を選び、4 年

次には各自が立てた具体的な政策課題について卒業論文を執筆します。 さらに、4 年間を

通じて履修できるコース共通科目の「政策実践科目」として、国内外のフィールドワーク

によって現地の社会に触れ、体験から学ぶ「学外体験プログラム」や「政策研修プログラ

ム」、政策現場で活躍している方々を講師に迎え、実践からの知識やスキルを学ぶ「政策

の現場から」を開講します。 
また、主にアジアの国と地域から入学定員の 1 割に相当する留学生を受け入れ、日常的な

国際交流と異文化理解が可能となる環境を整えます。これらの留学生に対しては、入学前

に日本語を未履修の学生であっても、1 年半で日本語による専門教育を履修できるように

なるための日本語プログラムを提供し、その後も総合政策外国語科目の「総合政策日本語」

を通して総合政策を理解していくのに必要な知識を深めつつ、コース共通科目およびコー

ス科目など専門科目を履修します。 
各科目の学修成果は、講義概要に示された到達目標の達成度に応じて評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

総合政策学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学部の教育課程を修め

るために十分な基礎学力を備えていることに加えて、以下の資質を持つ人を受け入れるた

めに、一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等学校、

指定校）、特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）、外国高等学校卒業者等入学試

験、外国人留学生入学審査等の試験・審査を実施します。 
 
・国際関係、政治や経済、環境問題などの現代社会の諸問題に興味や関心のある人 
・地域固有の歴史や文化などに興味や関心があり、多様な価値観を理解しようとする人 
・机上の学習のみならず、フィールドに出て自らの目で見て学びたいと考えている人 
・いろいろな国や地域の人々と積極的にコミュニケーションを取りたいと考えている人 
・上記の資質を向上させるため、様々な社会活動や学習会等に積極的に参加してきた人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、本学部で学ぶための前提となる

基礎学力（読解力、語学力など）を主に評価します。 
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推薦入学審査および特別入学審査では、基礎学力に加えて、本学部において勉学する目的

の明確性や、専門領域に関する知識の程度、ならびに表現力や論理的思考力、判断力を、

口頭試問もしくは面接と小論文によって評価します。加えて、特別入学審査では、高等学

校在学中における諸活動への取り組みも評価します。 
外国高等学校卒業者等入学試験および外国人留学生入学審査では、主に日本語と英語の運

用能力および本学部において勉学する目的の明確さや適性について評価します。 

 

学部等名 理工学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

理工学部の目的は、理学を基礎とし、ソフトウェア工学や数理モデル化技術などの開発工

程支援技術と、機械工学や電子工学などの特定製品開発支援技術を修め、それらを有機的

に統合させることで、産業構造の変化に伴う技術の変容に対して柔軟に対処できる技術者

の能力をもつ人材を養成することである。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

理工学部では、南山大学の建学の理念に基づく「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）
という教育モットーを踏まえつつ、理学の基礎の上に開発工程支援技術と製品開発技術に

関する専門知識を修め、それらを有機的に統合させることで、産業変化に伴う技術の変貌

に対して柔軟に対応できる技術者の養成を目指します。そのために、技術者養成の観点か

ら特化した以下の能力を身につけた者に学士（理工学）の学位を授与します。 
 
・専門領域の技術者に求められる倫理的な行動規範を理解し、その実践を通じ、人間の尊

厳を尊重することのできる能力 
・多様な専門的背景を持つ人々との対話を通じ、開発工程支援や製品開発を協調して行う

ことのできる技術コミュニケーション能力 
・数学、物理学、ネットワーク工学、情報学の基礎的な知識とそれを問題解決に適用する

論理的思考能力 
・専門領域における知識や技術を製品開発や問題解決に応用することのできる能力 
・専門領域における製品開発や問題解決のための知識や技術を、当該領域における普遍的

な工程支援技術として再構成することのできる抽象化能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

理工学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を養成するために、共通教育科目、学

部共通科目、学科科目を配置します。また、理学の基礎の上に開発工程支援技術と製品開

発技術に関する専門知識を涵養する学部共通科目および学科科目を配置します。 
共通教育科目では、大学のディプロマ・ポリシーに示す能力を養成します。 
学部共通科目では、1 年次から 2 年次にかけて数学、物理学、ネットワーク、プログラミ

ングの講義と演習を通じ、理学の基礎的な知識力および論理的思考能力を養います。理工

学基礎演習と理工学概論では、理工学部における専門知識に対する導入的な内容とともに、

情報リテラシーや専門領域の技術者に求められる倫理規範について学び、実践することで、

人間の尊厳を尊重することのできる能力を養います。海外の大学等において、英語でのコ

ミュニケーション能力や、技術英会話などの能力をより高めたい者は、理工学海外研修を

選択することもできます。 
学科科目では、それぞれの専門領域における知識と、それを個別の製品開発や問題解決に

応用する能力とともに、当該領域における製品開発や問題解決のための普遍的な工程支援

技術に関する知識を養います。各学科の演習科目や卒業研究科目では特定のテーマについ
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て研究し、成果を卒業論文としてまとめることで、それまでに学んだ専門知識を深化させ、

技術実践力を高めます。研究を遂行する中で、指導教員や研究室の同僚などとのやりとり

を通じて技術コミュニケーション能力を高めるとともに、専門領域における知識力や問題

解決能力、論理的な思考力、製品開発や問題解決の技術を普遍的な工程支援技術に抽象化

することのできる能力を総合的に養います。 各科目の学修成果は、講義概要に示された到

達目標の達成度に応じて評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

理工学部では、大学のアドミッション・ポリシーに基づき、以下の資質を持つ人を受け入

れるために、一般入試、全学統一入試、共通テスト利用入試、推薦入学審査（学園内高等

学校、指定校）、特別入学審査（カトリック系高等学校等対象）、外国高等学校卒業者等

入学試験、外国人留学生入学審査等の試験・審査を実施します。 
 
・数理的思考能力にすぐれ、その応用に関心を持つ人 
・コンピュータ、機械、通信の仕組みやその動作原理について関心を持ち、それらの数理

的な説明に興味を持つ人 
 
一般入試、全学統一入試および共通テスト利用入試では、理学の基礎知識を数学、理科（物

理、化学）の試験科目で評価し、英語その他の科目の能力と併せ、総合的に評価します。

学科の教育内容に応じて重視する科目が異なります。 
推薦入学審査および特別入学審査では、基礎学力の中でも数学の能力を重視します。小論

文では、科学技術に関する文章を読解し、論理的思考に基づいて表現する能力を評価しま

す。口頭試問面接では、各学科の専門領域に対する学習意欲や目的意識や、自らの考えを

論理的に表現する能力を評価します。加えて、特別入学審査では、高等学校在学中におけ

る諸活動への取り組みも評価します。 
外国高等学校卒業者等入学試験、外国人留学生入学審査では、大学のアドミッション・ポ

リシーに挙げられた点に加え、数学の能力と、各学科で学ぶ意欲や目的意識、論理的表現

力を評価します。 

 

学部等名 国際教養学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kokai/pdf/d1040.pdf） 

（概要） 

国際教養学部は、21 世紀の情報・知識基盤社会で活躍するための批判的思考・情報リテラ

シー等のスキルならびに他者との相互理解を促進するためのコミュニケーション能力育成

を基盤としつつ、文化・制度の垣根や境界を乗り越えて異なるイデオロギーや価値観を尊

重し、将来に向けて持続可能な世界とするために積極的に活動できるような人材を養成す

ることを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

国際教養学部国際教養学科では、異文化の他者との相互理解を促進し、急速なグローバル

化の進展に対応するために、国・地域の枠を超え、多元的価値観を重視した国際教養学教

育を行う。二十一世紀型市民として、文化間の摩擦により生じる様々な問題を理解・分析

し、その解決に向けて他者と協働しながら積極的に行動できる以下のような能力を身につ

けた学生に学位を授与する。 
 
・二十一世紀の国際社会の情報・知識基盤型社会で活躍するための批判的思考・情報リテ

ラシー等のスキルおよび他者との相互理解を促進するためのトライリンガルのコミュニケ

ーション能力 
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・文化・制度の垣根や境界を乗り越えて異なるイデオロギーや価値観を尊重し、持続可能

な社会の実現に向けて積極的に行動する能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

国際教養学部国際教養学科では、人文科学に基礎を置きグローバルな視点からのアプロー

チを教育する「グローバル・スタディーズ」を主軸とし、それを補完するものとして持続

可能な社会の構築について教育する「サステイナビリティ・スタディーズ」によって教育

課程を編成する。授業形態は講義と演習を組み合わせたアクティブ・ラーニングを標準と

し、学科科目は英語と日本語の二言語によって運営する。 
 
「技法知の基礎科目」「市民的教養の基礎科目」「学問知の基礎科目」の三つの科目群か

ら構成される国際教養学基礎科目では、情報・知識基盤型社会に対応する二十一世紀型ス

キルとして強調されている批判的思考、学び方の学習、情報リテラシー等のスキルの鍛錬

を行うとともに、他者との相互理解・交渉を行うための外国語によるコミュニケーション

能力を養う科目を 1、2 年次の必修科目として配置する。 
外国語教育においては、日本語・英語のほかに第二外国語を学習させることによって、欧

州評議会が提案している複言語主義に基づく三言語を使用できる能力を涵養する。 
専門教育においては、3 年次に、1、2 年次で学んだ二十一世紀型スキルを活用して地域の

ローカルな諸問題について研究する「基礎演習」と課題解決型の「PBL 演習」を学生の興

味・関心に応じて副専攻として選択し、4 年次には自らの関心に応じたテーマ（多文化共

生、異文化理解、環境、貧困、エネルギー問題等）を主専攻として選択し、「卒業論文研

究」および「演習」を通して、グローバル社会の様態や問題に関して卒業論文を執筆し、

統合的に学修を完成させる。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.nanzan-u.ac.jp/Dept/policy.html） 

（概要） 

国際教養学部においては、異文化の他者との相互理解を促進し、グローバル化の進展に対

応するために、国・地域の枠を超え、多元的価値観を重視した国際教養学教育を行う。二

十一世紀型市民として、文化間の摩擦により生じる様々な問題を理解・分析することを通

じて、その解決に向けて他者と協働しながら積極的に行動できる人材を育成するために、

以下のような者を受け入れる。 
 
・情報収集能力、洞察力に富み、生涯を通して、自らの「教養力」を強化できる人 
・コミュニケーション能力、異文化理解力を備え、国際的問題の解決に寄与できる人 
・多様な文化的背景をもつ人々と協働し、地域社会の持続的発展に寄与できる人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：『南山大学概要 2020』「組織構成図」（2020 年度は 7月下旬頃公開予定） 

https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/gaiyo/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 5 人 － 5 人 

人文学部 － 34 人 17 人 12 人 1 人 0 人 64 人 

外国語学部 － 27 人 11 人 14 人 0 人 0 人 52 人 

経済学部 － 11 人 10 人 3 人 0 人 0 人 24 人 

経営学部 － 16 人 9 人 3 人 0 人 0 人 28 人 

法学部 － 16 人 7 人 1 人 0 人 0 人 24 人 

総合政策学部 － 18 人 5 人 2 人 0 人 0 人 25 人 

理工学部 － 21 人 8 人 3 人 1 人 0 人 33 人 

国際教養学部 － 14 人 7 人 1 人 0 人 0 人 22 人 

教養部（一般教育） － 10 人 4 人 21 人 0 人 0 人 35 人 

大学院 － 11 人 1 人 0 人 0 人 0 人 12 人 

その他 － 4 人 2 人 7 人 4 人 0 人 17 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 440人 440人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：Webで公開（南山大学研究業績システム） 

https://porta.nanzan-u.ac.jp/research/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

南山大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）委員会は、「人間の尊厳のために」をモットーとする

建学の理念に基づき、教員の教育力と教育活動の向上を期して、種々の全学的な FD活動の実施と推進を

行っている。授業評価アンケートを通じて、個々の授業の内容や方法、教育設備や環境などについて、学

生の目線に立ってそれらの適切性を継続的に検証しているほか、学部等による FD活動の支援および教員

個人の教育力向上の支援等も行っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文学部 340人 313人 92.1％ 1,370人 1,376人 100.4％ 5人 0人 

外国語学部 390人 379人 97.2％ 1,584人 1,612人 101.8％ 12人 2人 

経済学部 275人 267人 97.1％ 1,100人 1,090人 99.1％ －人 －人 

経営学部 270人 263人 97.4％ 1,080人 1,126人 104.3％ －人 －人 

法学部 275人 268人 97.5％ 1,100人 1,132人 102.9％ －人 －人 

総合政策学部 275人 252人 91.6％ 1,120人 1,160人 103.6％ 10人 3人 

理工学部 235人 257人 109.4％ 940人 1,004人 106.8％ －人 －人 

国際教養学部 150人 157人 104.7％ 610人 597人 97.9％ 5人 2人 
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合計 2,210人 2,156人 97.6％ 8,904人 9,097人 102.2％ 32人 7人 

（備考）理工学部の在学生数には、情報理工学部生（2人）を含む。 

    

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文学部 
347人 

（100％） 

11人 

（  3.2％） 

305人 

（  87.9％） 

31人 

（  8.9％） 

外国語学部 
435人 

（100％） 

5人 

（  1.1％） 

407人 

（  93.6％） 

23人 

（  5.3％） 

経済学部 
259人 

（100％） 

2人 

（  0.8％） 

241人 

（  93.1％） 

16人 

（  6.2％） 

経営学部 
257人 

（100％） 

1人 

（  0.4％） 

245人 

（  95.3％） 

11人 

（  4.3％） 

法学部 
306人 

（100％） 

8人 

（  2.6％） 

271人 

（  88.6％） 

27人 

（  8.8％） 

総合政策学部 
368人 

（100％） 

5人 

（  1.4％） 

333人 

（  90.5％） 

30人 

（  8.2％） 

理工学部 
209人 

（100％） 

25人 

（  12.0％） 

175人 

（  83.7％） 

9人 

（  4.3％） 

国際教養学部 
-人 

（-％） 

-人 

（  -％） 

-人 

（  -％） 

-人 

（  -％） 

合計 
2,181人 

（100％） 

57人 

（  2.6％） 

1,977人 

（  90.6％） 

147人 

（  6.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考）理工学部の卒業者数には、情報理工学部生（2人）を含む。 

        国際教養学部は平成 29（2017）年 4月開設。 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人文学部 
364人 

（100％） 

307人 

（84.3％） 

41人 

（11.3％） 

16人 

（4.4％） 

0人 

（ 0％） 

外国語学部 
406人 

（100％） 

323人 

（79.6％） 

74人 

（18.2％） 

9人 

（2.2％） 

0人 

（ 0％） 

経済学部 
256人 

（100％） 

231人 

（90.2％） 

17人 

（6.6％） 

8人 

（3.1％） 

0人 

（ 0％） 

経営学部 
252人 

（100％） 

227人 

（90.1％） 

23人 

（9.1％） 

2人 

（0.8％） 

0人 

（ 0％） 

法学部 
325人 

（100％） 

274人 

（84.3％） 

41人 

（12.6％） 

10人 

（3.1％） 

0人 

（ 0％） 

総合政策学部 
363人 

（100％） 

312人 

（86.0％） 

42人 

（11.6％） 

9人 

（2.5％） 

0人 

（ 0％） 

理工学部 
253人 

（100％） 

188人 

（74.3％） 

49人 

（19.4％） 

16人 

（6.3％） 

0人 

（ 0％） 

国際教養学部 
-人 

（ -％） 

-人 

（ -％） 

-人 

（ -％） 

-人 

（ -％） 

-人 

（ -％） 

合計 
2,219人 

（100％） 

1,862人 

（83.9％） 

287人 

（12.9％） 

70人 

（3.2％） 

0人 

（ 0％） 

（備考） 

・国際教養学部は平成 29（2017）年 4月開設。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画（シラバス）記載項目の留意点および記載例を、各科目担当教員に配付し、コーデ

ィネータは、自身の担当するコーディネータ科目の全シラバスの内容確認を行う。なお、単な

る編集上の確認（記載内容の有無や語句修正等）だけでなく、カリキュラムポリシーに基づき

確認を実施している。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

大学は卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、これを基に各学部・学科

は卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定めて、Web等により公表している。 

南山大学の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は以下のとおり。 

「南山大学は、キリスト教世界観に基づく学校教育を行うことを、その建学の理念としていま

す。この理念の下、「人間の尊厳のために」（Hominis Dignitati）という教育モットーを掲

げ、幅広い教養の上に各学部の専門性に応じた知識および能力をもち、人間の尊厳を尊重しか

つ推進する人材を育成することを目的としています。この目的に照らして、以下の能力を身に

つけた者に学士の学位を授与します。 

•人種、障がい、宗教、文化、性別など様々な違いを認識し、受容するため 
 の基礎となる教養 

•多様性を前提とした人間の尊厳、他者の尊厳を尊重する力 

•多様な人々との共生、協働を可能にするコミュニケーション能力 

•世界における様々な問題を解決するために必要な専門知識や総合的判断 
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 力、ならびに、解決に寄与する新たな価値を創造する力 

•地球規模と地域の双方の視点に立って、先入観にとらわれることなく 

 人々と交流することのできる国際性」 

南山大学では、卒業の認定に関する方針および卒業要件（4年以上在学して学部学科所定の単

位を修得）を満たす者について、学部教授会、大学評議会の審議を経て、学長が卒業を認定し

ている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人文学部 

キリスト教学科 128単位 有 48単位 

人類文化学科 128単位 有 48単位 

心理人間学科 128単位 有 48単位 

日本文化学科 128単位 有 48単位 

外国語学部 

英米学科 128単位 有 44単位 

ｽﾍﾟｲﾝ・ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ学

科 
128単位 有 44単位 

フランス学科 128単位 有 44単位 

ドイツ学科 128単位 有 44単位 

アジア学科 128単位 有 44単位 

経済学部 経済学科 128単位 有 48単位 

経営学部 経営学科 128単位 有 44単位 

法学部 法律学科 132単位 有 44単位 

総合政策学部 総合政策学科 128単位 有 48単位 

理工学部 

システム数理学科 128単位 有 48単位 

ソフトウェア工学

科 
128単位 有 48単位 

機械電子制御工学

科 
128単位 有 48単位 

国際教養学部 国際教養学科 124単位 有 44単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/rishu-

seiseki/seiseki/gpa/000449.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

https://www.nanzan-u.ac.jp/CMAP/nagoya/campus-nago.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文学部 

キリスト

教学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

人類文化

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

心理人間

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

日本文化

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

外国語学

部 

英米学科

（1・2年

次） 

718,000円 300,000円 228,000円 施設設備整備費、実習費 

英米学科

（3・4年

次） 

718,000円 300,000円 219,000円 施設設備整備費、実習費 

スペイ

ン・ラテ

ンアメリ

カ学科 

718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

フランス

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

ドイツ学

科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

アジア学

科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

経済学部 経済学科 718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

経営学部 経営学科 718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

法学部 法律学科 718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

総合政策

学部 

総合政策

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

理工学部 

システム

数理学科 
818,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

ソフトウ

ェア工学

科 

818,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

機械電子

制御工学

科 

818,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

国際教養

学部 

国際教養

学科 
718,000円 300,000円 210,000円 施設設備整備費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

経済的に修学が困難な学生を対象として、南山大学給付奨学金制度を設け、第 1種 100万

円、第 2 種 50万円の奨学金の給付を行っている（総額 3,000 万円）。 

また、家計急変により修学が困難になった学生に対しては、南山大学随時奨学金制度を設

け、当該学期授業料、施設設備費および LL実習費（英米学科のみ）の貸与を行っているほ

か、家計急変により南山大学随時奨学金の貸与を受けた学生や日本学生支援機構第一種奨学
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金緊急採用、第二種奨学金応急採用に本学より推薦された学生については、貸与を受けた翌

年度に、南山大学創立 50周年記念奨学金への出願が可能となっており、第 1種奨学金 70万

円（上限 2名）、第 2 種奨学金 35万円（上限 6名）の給付を行っている。 

コミュニケーションの問題、あるいは、得意な領域と不得意な領域に差があり、困難を感

じている学生など、修学面で困難を抱える学生一人ひとりの実情に対応した学習環境を整え

るための相談窓口を保健センター・特別修学支援室に設け、支援している。それらの普段の

支援に加え、「履修登録相個別談会」などを特別修学支援室主催で開催している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生一人ひとりが希望する進路先に進むことができること、大学の授業や学生生活全般を通

じて自立した社会人に成長させることを基本方針とする。キャリアサポート、インターンシ

ップ、就職支援の 3つのプログラムを中心に、正課の授業や正課外の多彩なプログラムを低

年次から段階的に配置し、学生のキャリア形成と社会的・職業的自立を支援している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生が心身ともに健康に修学できるように専門的な視点で、保健センターを中心に支援を

おこなっている。保健センターの主な活動は、「健康管理」「学生相談」「修学支援（障が

い学生支援含む）」である。  

今日の健康管理は、「一次予防」（健康の保持増進）、二次予防（疾病の早期発見・早期

治療）、三次予防（疾病の管理と適応の向上）を包括的に行うことが大切であり、  

保健室では、学生定期健康診断の実施に加えて、学校医や看護師による応急処置や健康相談

を通じて、学生の健康管理を行っている。  

また、ライフサイクルの視点でみると、学生時代は、青年期の終わりの時期にあたり、親

からの自立や友人との関係の構築とともに、自分自身のアイデンティティの形成など、さま

ざまな課題があり、人生において大切な時期であり、学生相談室では、このような課題に関

連したさまざまな困難に直面した学生に対する支援として、カウンセラー（公認心理師/臨床

心理士）による学生相談と精神科医による精神保健相談を行っている。  

また、障害者差別解消法施行に基づいて、身体や感覚機能などに障がいを有する学生、合

理的配慮が必要な学生の支援を行っているが、その中で特別修学支援室では、専門医師や修

学支援コーディネーターによる「専門的支援」を行っている。  

加えて、保健センター3室では、それぞれが主催で学生支援講座・講習会を開催している

（例えば「メンタルヘルス講座」「自己発見・自己成長サポートプログラム講習会」等）。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

https://office.nanzan-u.ac.jp/kyoken/ 

https://porta.nanzan-u.ac.jp/research/ 
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